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 FBT Coupler 
Wavelength Division Multiplexer 1480/1550nm 

 

 

 

 

Parameter Premium A Grade 

Operating Wavelength Range 1480 nm  / 1550nm ± 5nm 

Insertion Loss ≤ 0.5 dB ≤ 0.7 dB 

Isolation ≥ 15 dB ≥ 13 dB 

TDL  ≤  0.2 dB 

Return Loss ≥  55 dB 

PDL ≤ 0.1 dB 

Operating & Storage Temperature - 40° C ~ + 85° C 

Package Dimensions Light Duty ( B ) 3.0mm (ɸ) x 60.0mm (L) 

Medium Duty ( L ) 3.0mm (ɸ) x 65.0mm (L) 

Heavy Duty ( K, R ) 100.0mm x 12.0mm x 8.0mm 

 

Note 1: All values specified are without connectors. 
Note 2: Higher performance specifications available upon request. 
Note 3: Fiber Type – Corning SMF-28e fiber unless otherwise specified. 

 

 

 

 Ordering Information 

W  D  M  1  -      -    -    -    -         
                                            Port Number Grade Fiber Length Pigtail Style Connector     
         12: 1  x  2 P: Premium 1: 1 meter (=Package Style) 0: None 7: LC/UPC   
         22: 2  x  2 A: A Grade 2: 2 meters B: Bare Fiber 1: FC/PC 8: LC/SPC   
               S: Special L: 900 μm loose tube 2: FC/APC 9: Special   
                      K: 2mm cable 3: SC/PC A: FC/UPC   
                      R: 3mm cable 4: SC/APC B: SC/UPC   
                           5: FC/SPC C: ST   
                           6: SC/SPC      

         

     Specifications 
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この度は、Ｌｉｇｈｔｅｌ社製光端面検査器をお買い上げ頂き、誠にありがとうございます。
このマニュアルでは、本製品の使い方、使用上の注意等について記載します。

安全にお使い頂く為に、
こちらの製品はアイセーフビデオマイクロスコープですが、必ず、貴社のレーザー取り扱い手順に
従って光ケーブル等をご利用下さい。

製品保証、
こちらの製品は一年間の製品保証製品ですので、期間内に不具合等が生じた場合、弊社にご返却
頂きますよう、お願い致します。ただ、マニュアルに記載されている以外の不適切な使用条件、環
境、用途、及び不注意や過失等に起因する故障は対象外とさせて頂きます。

製品部名称(CI-1100シリーズ）

＊ＤＩー１０００シリーズにはディスプレイは付属しません。
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セットアップについて、
CI-1100のディスプレイはバッテリ駆動かＡＣアダプタを接続してご利用尾頂けます。

ＡＣアダプタで使用する場合：
ＡＣアダプタの電源ケーブルをディスプレイ後部に接続します。

側部には、バッテリの状態を示すＬＥＤがあります。電源を入れるとこのランプが緑色に点灯し
ます。

プローブのジャックをＤＩＮソケット部に接続します。
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電源スイッチはモニターベースの右側にあります。３つの位置で切り替えられるようになっており、
ＷＯＲＫに切り替えると電源が入ります。

バッテリ駆動で使用する場合：
ＣＩ−１１００をバッテリ駆動する際は、バッテリを充電する必要があります。電源切替スイッチ
をＣｈａｒｇｅ（充電）に切り替えて下さい。＊充電中（Ｃｈａｒｇｅ位置に切替られている際）
は、モニターは使用できません。充電器がＡＣアダプタに接続され充電中は赤いランプが点灯し
ます。バッテリがフル充電になると緑に変わります。

バッテリの残量が少なくなると、モニター側部のランプが赤色になります。

バッテリ充電の際は、必ず付属の１２Ｖ電源アダプタをご利用下さい。

バッテリを交換する必要はございませんが、もし取り外した場合は、極性に誤りがないか、確認
してから装着して下さい。

�5



アダプタチップについて、

Ｌｉｇｈｔｅｌ社の端面検査器は様々なコネクタに対応しています。角度研磨、先端延長用アダプ
タ、テープ芯線ファイバ用、アングル延長アダプタ等、ご希望のコネクタ・アダプタがありました
ら、どうぞお気軽にご相談下さい。

先端アダプタチップの交換について、

プローブ先端の交換アダプタチップは、ロックナットタイプになっています。プローブをおさえな
がら、反時計回り方向に回すと緩みます。全てのアダプタチップにはスリットがあり、プローブ先
端部のキー溝に差し込みます。ナットを十分に締めつけます。
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６０°アングルチップは二つのスリットがあり、プローブから上方向、下方向の両方に取り付ける
ことができます。

ＭＰＯ／ＭＴＰアダプタチップも同じように二通りの装着方法があります。
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検査方法について、
オス側コネクタ：しっかりとアダプタチップにコネクタを装着し、フォーカスダイヤルで焦点を調
整します。もし焦点が合わない場合、コネクタがしっかりとアダプタチップに挿入されているか、
確認して再度、焦点調整して下さい。

アングルＰＣのコネクタ検査の場合、コネクタのキー部が適切な位置に装着されているか確認して
下さい。キー位置のズレが生じていると画面が暗くなることがあります。

メス側コネクタの場合：
プローブの先端部をアダプタ内に挿入して、焦点調整ダイヤルで焦点を調整します。もし十分に挿
入されていない場合、焦点が合わないことがありますので、再度、装着位置の確認をして検査して
下さい。
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パソコンと一緒に使用する
ＣＩー１１００はオプションのＵＳＢアダプタを使用するとパソコンのモニターに表示すること
ができます。

又、オプションのＣｏｎｎｅｃｔｏｒＶｉｅｗＰｌｕｓソフトを使用すると画像管理、合否検査
基準の設定・判定試験等、より便利に簡単にご利用頂け、作業効率向上を実現できます。
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ＣｏｎｎｅｃｔｏｒＶｉｅｗ　Ｐｌｕｓソフトウェア（別売りオプション）について、

���  

コネクタビュープラスを初めて起動すると上記の画面が表示されます。
黄色のＯｐｔｉｏｉｎｓというボタンをクリックすると設定画面が表示されます。
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設定画面について、

１．このスライダーは、ライブ画像の輝度とコントラストを調整します。保存する画像や取り込み
画像には影響することはございません。

２．ドライバを表示します。ＤＩ−１０００ＬですとVimicro UVCと表示されます。

３．ピクセルサイズが表示されます。ＤＩ−１０００Ｌは異なる画面ピクセルサイズに設定できま
す。大きいサイズの方が、シャープな画像が表示されますが、フレームレートが遅くなります。（光
学解像度に違いは生じません。）ＤＩ−１０００Ｌの場合、汚れ解析機能は１２９０ｘ９６０のみ
でご利用頂けます。デジタルズーム機能が、ＤＩ−１０００Ｌの場合、ご利用頂けます。
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1. These sliders adjust the brightness and contrast of the live video. Moving 

these sliders will not affect previously saved images or a currently frozen 
screen. 

2. Shows the driver being used.  The DI-1000L should show Vimicro UVC.  
3. Shows screen pixel size.  The DI-1000L can be set to different screen pixel 

sizes. A Larger size will potentially 
provide a sharper image, but the 
frame rate will be slower. (Optical 
resolution does not change.) The 
Test Zones and Contamination 
analysis features are only active at 
1280 x 960 on the DI-1000L.  

Digital magnification is available on 
the DI-1000L in all other video 
format sizes. 

 
  

1 

2 

3 

(See page 32  for details on using the digital zoom features.) 



４．ここにチェックを入れるとＹＵＹ（１２８０ｘ９６０）が設定できます。

５．ファイバゾーンリングを表示する場合は、ここにチェックを入れます。＊Ｚｏｎｅ　Ｒｉｎｇ
ｓにチェックを入れるとＡｎａｌｙｚｅ（解析）ボタンが使用できなくなります。

６．Ｆｏｃｕｓバーを表示する場合は、この項目にチェックを入れます。

７．画像ファイル形式の選択ができます。（ＪＰＥＧが初期設定になっています。）

８．ファイル名の最初に表示される名称を設定できます。１８までのアルファベットを用いること
ができます。（４つの数字がその後に順に付与されます。）異なる番号を入力することができます。
Ｒｅｓｅｔボタンを押すと０００１にリセットされます。

９．レポートに追記したい場合、ＥＸＴＥＮＤＥＤにチェックを入れます。

�12

Page 12 

Lightel Technologies Inc. 2210 Lind Ave. SW, Suite 100, Renton, WA 98057, USA   (Tel) (425) 277-8000 

4. Verify that the Video Format is set to “YUY2 (1280x960)” and that this 
checkbox is selected. 

5. To display the fiber zone rings, select this box. When “Zone Rings” is 
checked, the Analyze button will be inactive and analysis will not be 
available. 

6.  To display the Focus Bar, check this box. 
7.  These radio buttons allow you to select the image file format for your saved 

images. (JPG  is the default.) 
8.  Type a Filename Prefix in the box. Up to 18 characters of the Filename will be 

visible (plus  a 4 digit number), although Filenames can be longer. Numbering 
of the image files will be sequential.  You can type in a different starting 
number if desired. Hitting the [Reset] button returns the 4 digit number to 
“0001”. 

9. Select the Extended report format. The Extended Report allows you to add 
detailed text to the report. (The Extended format must be selected for the 
Notes button on the Main window to be active.) 

 
 

  
  

4 
5 
6 

7 

8 

9 
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10. Type in a name for the Summary Report. Press “New” to start a new 
Summary, otherwise the report will continue from the previous captured image. 

11. Choose your preferred Summary Report file format. (Default is a text file.)  

12. Select to create a Summary Report (checked by default). Only saved Analysis 
Reports are included in the Summary Report.  

13. Browse to select a file location and folder for your Report and Image Files. 
(Default is “ConnectorView” folder in “Documents” or “MyDocuments” folder.) 

14. Opens a pdf copy of this User’s Guide. 

15. Opens the Summary Report. 

16. Opens the Acceptance Criteria window to change Pass/Fail criteria. 

17. Opens the Manual Adjustment window to locate the ferrule position manually. 

18. Opens the Digital Zoom window. The button is only activated with the  
DI-1000L once the Video Format setting has been changed from “YUY2 
(1280x960).” 

19.  Approves all changes made and returns to the Main window. 

20.  Cancels all changes made and returns to the Main window. 

 
 

10 
11 
12 

13 

14 15 16 17 18 19 20 



１０．Ｓｕｍｍａｒｙ　Ｆｉｌｅｎａｍｅ　報告書の名称を記入できます。新しいレポートを作
成する場合、ＮＥＷを押します。ＮＥＷを押さないと、以前キャプチャーした画像から始まります。

１１．保存する報告書のファイル形式を選択します。（デフォルトではテキスト形式です。）

１２．サマリーレポートを作成する場合、チェックを入れる必要があります。保存した解析レポー
トのみサマリーレポートに含まれます。

１３．レポートと画像ファイルのフォルダを選択できます。デフォルトはドキュメントかマイドキュ
メント内のＣｏｎｎｅｃｔｏｒフォルダになります。）

１４．ユーザーガイド（英語）を開きます。

１５．サマリーレポートを開きます。

１６．合否判定基準画面を開きます。

１７．フェルール位置調整画面を表示します。

１８．デジタルズーム画面が開きます。ＹＵＹ２（１２８０ｘ９６０）にビデオフォーマットが設
定された場合のみ使用できます。ＤＩ−１０００Ｌのみ対応。

１９．全ての変更を反映する場合、ＯＫをクリックします。

２０．変更を中止する場合、Ｃａｎｃｅｌボタンをクリックしてメイン画面に戻ります。
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メイン画面について、

Fiber Type: 検査するファイバの種類を選択します。ＳＭ（シングルモード）、ＭＭ（マルチモー
ド）、ＭＰＯ（多芯コネクタ）デフォルトはシングルモードになります。

Analyze: コネクタの画像解析を実行します。Ｌｉｖｅ（ライブ画像）を選択すると画像解析は実
行できません。（画像解析をする際、画像をクリックします。
註：停止した画像を解析することができます。既に保存した画像で解析を実行することはできま
せん。

Options:オプション画面が開きます。

Image Explore: 既に保存した画像やレポートを開きます。

�14
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3.2 Main window controls 

The Main window provides the controls you need for analysis and reporting 
and is the primary window for viewing and inspecting connectors. 

 

 
 
 
Fiber Type – Select the type of fiber you are inspecting SM (Single Mode), MM 

(Multimode), or MPO (ribbon, MTP). Single mode is the default. 
 
Analyze – Performs an analysis of a frozen connector image. This button is not 

active when the “Live” radio button is selected. (To analyze live images, click 
on the image.) If neither radio button is selected, no analysis is available. 

Note: ConnectorView Plus can analyze frozen images. It will not analyze already 
saved images. 

 
Options – Opens the Options window. 
 
Image Explore – Opens a window to view previously saved images and reports. 

(See page 24.) 
 
  



Notes: ノート画面を開き、コネクタや作業
についての詳細を入力できます。この機能
は、オプション画面でExtended Reportを選
択しないと使用できません。この情報は次
に保存する解析報告書に記載されます。情
報を複数の報告書に表示させたい場合、項
目にチェックを入れて下さい。画面と閉じ
ると自動的に表示情報を保存します。

Delete All : 全ての情報を削除し、全てのチェックマークが外れます。
記載する情報は、解析報告書を作成する前に、入力して下さい。
Save: ウィンドウに表示されている画像を保存します。

Auto Save: キャプチャー・解析報告書を自動的に保存します。

Focus Bar: 画像の焦点調整に役立ちます。フォーカスバーが表示されない場合、オプション画面
で、ＦＯＣＵＳ　Ｂａｒにチェックを入れて下さい。

新しく保存した画像の名前と場所は、画面の左下に表示されます。

�15
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Notes – Opens the Notes window 

so that you can enter details 
about the connector and job. 
This button is only active when 
the “Extended Report” is 
selected in Options. (See page 
20.) 

 Information entered will be 
inserted into the next saved 
Analysis Report. 

 If you want certain information to appear in multiple reports, check the 
checkbox for that line. Closing the window automatically saves the 
information displayed. 

 Delete All – Clears all information and clears all checkboxes. 

 Any information you wish to include should be entered before the Analysis Report is 
created. 

Save – Saves the image currently displayed in the image portion of the the window. 

Auto Save – Automatically saves each capture or Analysis Report. 

Focus Bar – Aids in focusing the image. When ConnectorView Plus is started, 
focus the first connector by sight, then click on the focus bar. This sets the 
focus bar to that connector type. If you change the type of connector you are 
inspecting you may want to repeat this procedure. If the focus bar is not 
displayed, go to the Options window and select the Focus Bar checkbox. 

 
 
The name and address of the most recently saved image can be found in the 
lower left corner of the window. The image of the connector currently being 
inspected is displayed in the large viewing area above it. 
 



Image Explore
Image Explore は保存した画像や解析報告書を探す時に使用します。

�  
File List; フォルダ内の画像と解析報告書を開いたり、閉じることができます。
ファイルはアルファベット順に表示されます。ハイライトされたファイルをクリックするとそのファ
イルが表示されます。

Delete: 選択したファイルをパソコンから削除します。

Image Folder: フォルダ一覧画面が表示され、違うフォルダを開くことができます。

�
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合否判定基準設定について、
connector View plus は、デフォルトでは、ＩＥＣ61300-3-35の準じてコネクタ端面の状
態を評価します。

評価基準の変更が必要な場合、オプション画面のCriteriaボタンをクリックし、合否判断基準を変
更します。

�17
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3.4 Acceptance Criteria 

ConnectorView Plus uses IEC 61300-3-35 as its default standard for 
evaluating the condition of a connector endface.  
 

 
 
If  you need to modify the 
evaluation criteria go to the 
Options window and click 
the yellow “Criteria” button. 
This will open the Acceptance 
Criteria window.   

. 
 

 

The quantities shown in these columns can be changed. Highlight the 
number you wish to change and type in your new number. Click [OK] when 
finished to implement the changes. The Acceptance Criteria title shown at 
the top of the window will change to “Custom.” This will also be displayed in 
your Analysis Report. 
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If  you need to modify the 
evaluation criteria go to the 
Options window and click 
the yellow “Criteria” button. 
This will open the Acceptance 
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. 
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number you wish to change and type in your new number. Click [OK] when 
finished to implement the changes. The Acceptance Criteria title shown at 
the top of the window will change to “Custom.” This will also be displayed in 
your Analysis Report. 



変更したい数値を上書きし、ＯＫをクリックすると変更が反省されます。見出しは、Ｃｕｓｔｏ
ｍに変更され、解析報告書にも表示されます。新しいサマリーレポートも現在使用している合否
判定基準が表記されます。以前のレポートは、自動的にタイムスタンプと一緒に保存されます。

�  

新しいサマリーレポートは合否基準が変更される毎に選択しているフォルダ内に作成され
ます。

�  
Save Criteria:　もし繰り返し変更した合否基準を使用する場合、このボタン機能を使って
保存できます。
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�  

Load Criteria: 保存した合否基準を使用する場合はこのボタンを使用して開けます。

�  
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保存したファイル名をロードすると、合否判定基準のタイトルとして表の上に表示されま
す。解析報告書にも同じように表示されます。

�  
Default : 設定がデフォルトのIEC61300-3-35に戻ります。

ＯＫ：　変更を反映し、画面を閉じます。

Cancel: 変更せずに設定画面を閉じます。
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Fiber Zones
Ｌｉｇｈｔｅｌ社のソフトは４つのゾーンを表示します。
Ａ：コア
Ｂ：クラッド
Ｃ．接着剤
Ｄ．コンタクト部

もし特に指定がない場合はデフォルトのIEC61300-3-35の規格を使用することを推奨しま
す。

シングルモードファイバ

註１：スクラッチについては、幅を示す。
註２：コア・クラッドゾーンの表面下に視認されるひびがないこと。
註３：粉塵の付着等が無きこと。
註４：コンタクト部の外側においては、性能に影響するものでないので、基準はありませ
ん。この箇所以外においても、デブリ等を清掃することを推奨します。

�21
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Single mode fiber requirements 
Zone name 
(diameter) Scratches Defects 

A: Core 
(0-9μm, 0-25μm) None None 

B: Cladding 
(25-120μm) No limit 

Any < 2μm 
5 from 2 - 5μm 
None > 5μm 

C: Adhesive 
(120-130μm) No limit No limit 

D: Contact 
(130-250μm) No limit None > 10μm 

Note 1: For scratches, the requirement refers to width.  
Note 2: No visible subsurface cracks in the core or cladding zones 
Note 3: All loose particles should be removed.  If defect(s) are non-removable, it 
should be within the criteria above to be acceptable for use. 
Note 4: There are no requirements for the area outside the contact zone since defects in 
this area have no influence on performance. Cleaning loose debris beyond this region is 
recommended good practice. 

Core (A) 

Cladding (B) 

Adhesive (C) 

Contact (D) 

ゾーン名称 キズ 不具合

コア部(0-9um, 0-25um) 不合格 不合格

クラッド部(25-120um) 基準無 <2umは許容、2-5um 5つまで、>
５um は不合格

接着部(120-130um) 基準無 基準無

コンタクト部(130-250um) 基準無 >10um不合格



マルチモードファイバ

註１：スクラッチについては、幅を示す。
註２：コア・クラッドゾーンの表面下に視認されるひびがないこと。
註３：粉塵の付着等が無きこと。
註４：コンタクト部の外側においては、性能に影響するものでないので、基準はありませ
ん。この箇所以外においても、デブリ等を清掃することを推奨します。

ゾーン名称 キズ 不具合

コア部(0-65um) </=3umは許容
>3um 不合格

</=5um ４つまで
>5um 不合格

クラッド部(25-120um) </=5um は許容
>5um　不合格

<2umは許容、2-5um 5つまで、>
５um は不合格

接着部(120-130um) 基準無 基準無

コンタクト部(130-250um) 基準無 >10um不合格
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Multimode fiber requirements 
Zone name 
(diameter) Scratches Defects 

A: Core 
(0-65μm) 

No limit ≤ 3μm 
None > 3μm 

4 ≤ 5μm 
None > 5μm 

B: Cladding 
(65-120μm) 

No limit ≤ 5μm 
None > 5μm 

Any < 2μm 
5 from 2 - 5μm 
None > 5μm 

C: Adhesive 
(120-130μm) No limit No limit 

D: Contact 
(130-250μm) No limit None ≥ 10μm 

Note 1: For scratches, the requirement refers to width.  
Note 2: No visible subsurface cracks in the core or cladding zones 
Note 3: All loose particles should be removed.  If defect(s) are non-removable, it 
should be within the criteria above to be acceptable for use. 
Note 4: There are no requirements for the area outside the contact zone since defects in 
this area have no influence on performance. Cleaning loose debris beyond this region is 
recommended good practice. 
 

Contact (D) 

Cladding (B) 

Adhesive (C) 

Core (A) 



５．Manual Zone Adjustment

ソフトウェア上で、フェルールの位置を調整し、ゾーンリングを表示させ解析することが
できます。もしコネクタが汚れていたり、中心からずれていたりした場合、自動検知機能
が動作しない場合があります。その場合コネクタを清掃し、再度試す他にマニュアルゾー
ン調整機能を使用して、リング位置を補正できます。

オプション画面を開き、ＭａｎｕａｌＡｄｊｕｓｔボタンをクリックします。

マウスのカーソルを使い、ターゲットの赤い円を正しい位置にドラッグします。スライダー
を使い円のサイズを調整することも出来ます。そして、矢印ボタンを使って位置調整しま
す。ターゲットサークルの位置合わせが完了したら、ズームボタンで拡大し、画像を中心
に合わせます。ゾーンとテストボタンが有効になります。
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5. Manual Zone Adjustment   
 
Lightel’s ConnectorView software is designed to allow you to automatically 
locate the ferrule and display the zone rings and/or perform analysis.  
 
If a connector is too dirty or too 
poorly centered, the automatic 
detection function may not work 
properly. In this situation, you can 
clean the connector and retry, or 
you can use “Manual Zone 
Adjustment” to correct the ring 
placement. 
 
Go to Options and click the 
[Manual Adjust] button or hit the 
[F11] key on your keyboard. 
 

 
Use your mouse cursor to drag the red target circle to the right position. Use 
the slider to resize the circle, if necessary. Then use the arrows for fine 
position adjustments.  
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Lightel’s ConnectorView software is designed to allow you to automatically 
locate the ferrule and display the zone rings and/or perform analysis.  
 
If a connector is too dirty or too 
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detection function may not work 
properly. In this situation, you can 
clean the connector and retry, or 
you can use “Manual Zone 
Adjustment” to correct the ring 
placement. 
 
Go to Options and click the 
[Manual Adjust] button or hit the 
[F11] key on your keyboard. 
 

 
Use your mouse cursor to drag the red target circle to the right position. Use 
the slider to resize the circle, if necessary. Then use the arrows for fine 
position adjustments.  

 
 



Ｚｏｎｅをクリックし、リングが表示され円を更に調整するか、Ｔｅｓｔをクリックし試
験を実行します。

赤い数字が画面左上に表示されましたら、解
析報告書は保存されています。もし保存され
ていないようであれば、ＰａｓｓＦａｉｌの
キャプションをクリックして保存します。

Live /Frozen : 静止画面とライブ画面を切り替えます。

Exit: マニュアルゾーン調整画面を閉じ、メイン画面に戻ります。
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Once you have positioned the red target circle, click the [Zoom] button to 
enlarge and center the image. The [Zones] and [Test] buttons will become 
active. 

 
Click [Zones] to display the rings and further adjust your circles or click [Test] 
to run an analysis.  

 
 
 
If red numbers appear in the upper 
left corner of your report, the Analysis 
Report is already saved. Otherwise, 
you will need to save it, by clicking on 
the “Pass” or “Fail caption. 
 

 

 

Live/Frozen – Toggles between the frozen image and the live image. The 
button caption displays what will happen when the button is clicked. 

Exit – Closes Manual Zone Adjustment window and returns to Main window. 
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Live/Frozen – Toggles between the frozen image and the live image. The 
button caption displays what will happen when the button is clicked. 

Exit – Closes Manual Zone Adjustment window and returns to Main window. 

  



デジタルズーム機能
（実際の解像度が変更される訳ではありません。）
ＤＩ−１０００Ｌでズーム機能使用する場合、オプション画面に戻り、ＶｉｄｅｏＦｏｒ
ｍａｔをYUY2(1280x960)に選択します。

 

�

ズームボタンをクリックしま
す。

ズームスライダーを使用すると、フェ
ルールが消えたように見えるかも
知れません。
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6.  Digital Magnification  
       (Please note that digital magnification does not change the actual resolution.) 
 
To use the Zoom function with the DI-1000L return to the Options 
window, and in the Video Format drop-down menu select any 
format other than “YUY2 (1280x960)” 

 

 

 

 

This will activate the [Zoom] 
button. 

 

 

 

 

 

 

Click the [Zoom] button to 
open the Zoom window. 

 

 

 

 

 

 

 

When you use the zoom slider, 
the ferrule may seem to be 
completely gone. 
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Click the [Zoom] button to 
open the Zoom window. 

 

 

 

 

 

 

 

When you use the zoom slider, 
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completely gone. 

  



Ｃｅｎｔｅｒボタンをクリックするとフェルールが確認できるようになります。次に矢印
ボタンを使い更に中心に調整します。

�  

�  

註：ウィンドウのサイズを変更するとＣｅｎｔｅｒボタンと保存機能が正確に動作しない
場合があります。

 

Ｓａｖｅボタンをクリックすると拡大画像を保存できます。この画面から解析報告書を作
成することはできません。
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画像の保存と解析報告書の保存について、
画像の保存方法はオプション画面上の設定により異なります。
　ＡｕｔｏＳａｖｅにチェックをしている場合、
ライブイメージを解析している場合、画像表示部をクリックするかＤＩ−１０００Ｌのボ
タンをクリック、もしくはＦ１２キーで画像を中心位置にし、拡大して保存することが出
来ます。画像やレポートが保存されると、ファイル名が赤色で表示されます。

停止画像を解析している場合も同様に画像表示部をクリック、Ｆ１２キーをクリックする
と画像が静止します。再度、クリックするとライブ画像に戻ります。

静止画像を解析報告書として保存する場合、Ａｎａｌｙｚｅボタンを押すか、Ｆ１０キー
を押します。

Ｓａｖｅボタンで静止画像は保存されます。その際、レポートは保存されません。

ＡｕｔｏＳａｖｅがチェックされていない状態で保存する方法について、
Ｓａｖｅボタンをクリックすると表示されている画像が保存されます。オプション画面上
でＺｏｎｅＲｉｎｇｓにチェックを入れている場合、画面上でクリックするとリングで囲
みオリジナルサイズの静止画面を表示します。

次のクリックで中心位置にし画像を拡大します。何れの画像もＳａｖｅボタンで保存でき
ます。
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7.  Saving Video Images and Analysis Reports 
 
Ways to save images will differ depending on your selected settings.  

 
7.1  Saving when “Auto Save” is checked 

  
If you are analyzing live images, mouse clicking on the image area, clicking 
the DI-1000L hardware button or hitting the [F12] function key on your 
keyboard, will cause the image to be centered, enlarged and saved.  

When an image or report is saved, the file name will be displayed in red. 

 

 

If you are analyzing frozen connectors, mouse clicking on the image area, 
clicking the hardware button or hitting the the [F12] function key will freeze the 
image. Clicking again will simply return you to live video.  

To save a frozen image as an Analysis Report you must click the [Analyze] 
button or hit the [F10] function key.  

Clicking the [Save] button will save the frozen image itself but not the report.  
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7.2  Saving when “Auto Save” is unchecked 
 

Clicking the [Save] button will save whatever is currently displayed in the 
viewing area.  

If you have checked “Zone Rings” in Options, clicking once on the screen will 
display the original sized image frozen, with the rings overlayed.  

 

 

 

 

 

 

 
 

A second click will center and enlarge the image. Either of these views can be 
saved with [Save] button. 

 

 

 

 

 

 

 
 

Remember, you cannot create an Analysis Report, when the “Zone Rings” checkbox is 
selected.  



註：ＺｏｎｅＲｉｎｇｓが選択されていると解析報告書は作成できません。

解析報告書を保存する場合、
カーソルをＰＡＳＳ・ＦＡ
ＩＬの位置に移動させ、ク
リックすると報告書が保存
できます。ファイル名が赤
色で表示されたら、報告書
は保存され、キャプション
が灰色になります。
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7.2  Saving when “Auto Save” is unchecked 
 

Clicking the [Save] button will save whatever is currently displayed in the 
viewing area.  

If you have checked “Zone Rings” in Options, clicking once on the screen will 
display the original sized image frozen, with the rings overlayed.  

 

 

 

 

 

 

 
 

A second click will center and enlarge the image. Either of these views can be 
saved with [Save] button. 

 

 

 

 

 

 

 
 

Remember, you cannot create an Analysis Report, when the “Zone Rings” checkbox is 
selected.  
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If you wish to save an Analysis report, place your cursor over the “Pass” or 
“Fail” in the report. This heading becomes a button. Click on it to save the 
report. A red file name will be displayed on the report confirming it has been 
saved and the caption will become gray. 

 

 

 

 

 

 

  



解析機能を使用する

解析報告書を理解するには、
このソフトには、２つの報告書の形式があります。ＳｔａｎｄａｒｄとＥｘｔｅｎｄｅｄ
となります。両方の報告書は画像と解析表のレイアウトになります。Ｅｘｔｅｎｄｅｄの
形式には、報告書の下部に注釈を書き込むことができます。画面の左側には静止画像とス
クラッチ、汚れ、不具合がハイライト表示されます。テストゾーンも画面に記されます赤
色に表示された箇所とピンク色にハイライトされスクラッチは不合格になった原因となり
ます。合否判定の許容範囲内の不具合箇所は青色で表示されます。　コンタクトゾーンの
外側のオレンジ色の箇所は数えられません。コンタクトゾーンの外側の汚れ、キズ、不具
合においては、合否基準がありません。

ＩＥＣ６１３００−３−３５をデフォルトの合否判断規準として使用します。この基準値は
報告書に記載されます。合否判断規準を変更するとＣｕｓｔｏｍと表記されます。

　不合格の理由は、コア部に存在してはならないスクラッ
チが１つ検出された為です。又、ゾーンＢにおいても５
つ以上あってはならない不具合が１１個検出されていま
す。この他にも不具合は検出されていますが、基準値内
のレベルであった為、ピンク色でハイライトされていま
せん。
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8.  Using the Analyze Function 
 
8.1  Understanding the Analysis Report 
ConnectorView Plus v2 offers a choice of two Analysis Report formats, Standard 
and Extended. Both reports have the same image and analysis table layout, but 
the Extended report provides an additional section for the user to include notes at 
the bottom of the report. 

The left portion of the 
screen is a frozen image 
of the connector with  
scratches, contamination,  
and defects highlighted. 
The test zones are also 
indicated on the screen.  

Items highlighted in red 
and the pink highlighted 
scratch caused this 
connector to fail  the  
inspection.  

Defects or scratches highlighted in blue are allowed by the inspection criteria.  

Orange highlighted items are outside the Contact Zone of the connector and 
are not tallied. There is no existing standard for scratches, contamination or 
defects found outside the Contact Zone. 

 

ConnectorView Plus uses IEC 61300-3-35 as the 
default standard for its analysis. If this standard is 
used it will be indicated on the report. If you 
change the Acceptance Criteria your file name for 
that criteria set will be shown, or “Custom” will be 
displayed if this is an unnamed temporary standard. 

The reasons for the connector’s failure are 
highlighted in red in this table. There was a scratch 
running through the core (Zone A) where none are 
permitted, and 11 defects in Zone B when only 5 
are permitted by the criteria used. Notice that other 
scratches and defects were also found, but these 
were within the criteria limits. 

  



　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ａｎａｌｙｓｉｓ　Ｒｅｐｏｒｔ

もしＥｘｔｅｎｄｅｄＲｅｐｏｒｔｓをオプション画面で選定している場合、Ｎｏｔｅボ
タンが有効化されます。

ＮＯＴＥＳをクリックすると注釈が入力できる画面が表示され次に保存する解析報告書に
も表記されます。

�  
Ｆｉｌｅｎａｍｅを入力するとこのファイル名に置き換わります。
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8.2 Extended Analysis Reports 
 
 
If you have selected 
Extended Reports in the 
Options window, the 
[Notes] button will be 
active in the Main 
window. 
 
Click the yellow [Notes] 
button to open the Notes 
window. 
 
 
 
 
 
 
 
 
The information you 
enter here will appear 
on your next saved 
Analysis Report.  
 
If you enter a Filename 
this name will replace 
what was selected in 
Options for this report. 
 
 
Information in rows with a selected checkbox will remain filled in for additional 
reports. Information in the other rows will be deleted once the next Analysis 
Report is saved. 
 
Use the red X in the upper right of the window to close the Notes window. This 
will also save your information. 
 

You cannot add notes to an aleady saved Analysis Report. 
 
 
 
 
  



チェックボックスを選択すると報告書に追記されます。次に解析報告書を保存すると他の
行の情報は削除されます。画面右上の赤いＸマークを使いＮＯＴＥＳ画面を閉じることが
できますが、情報は保存されます。

スクロールバーを使い情報を確認することもできます。もし解析報告書を保存しなくても、
入力した全ての情報は次回保存する報告書で利用できます。 

合格したコネクタの清掃について、
合格したコネクタでも、表面に付着した汚れが原因で不合格になることがあります。汚れ
が検知されましたら、コネクタは清掃することを推奨します。

清掃しても、合格するようであれば、
デブリスではなく、不具合と判断で
きます。規格範囲内であれば、ご使
用頂けます。
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You can use the scrollbar in 
the report window to look at 
your information. 

If you do not save the 
Analysis Report all the 
information you filled in will 
still be available in Notes for 
the next saved report.  

 

 

 
You can use Image Explorer to view the complete report for all saved reports. 

 
 
8.3 Cleaning Connectors which Pass 

ConnectorView Plus 
uses the position of the 
defects/contamination at 
the time of the test to give a 
Pass/Fail rating.  

Loose items may later cause a 
failing result. Even if a “Pass” 
rating is given, if there are 
highlighted items on the 
screen, the connector should 
be cleaned.  

 

If after cleaning, the 
defects remain in place 
and the connector again 
passes, it can be assumed 
the items are defects 
rather than loose debris, 
and the connector can be 
used. 
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ＭＴＰ／ＭＰＯ多芯コネクタの検査について、

多芯コネクタも解析することができます。各ファイバ毎に個々の報告書を作成する必要が
あります。画面のＭＰＯを選択して下さい。

ＭＰＯ設定にするとマニュアルゾーン調
整画面が自動で開きます。

カーソルをターゲットの赤円を最初のファ
イバにドラッグさせます。次に慎重にス
ライダを使って円のサイズを調整します。

赤色円はエポキシリングに重なります。
大きさを正確に調整しましたら、他のファ
イバには調整せずに使用できます。
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8.4 Analyzing MTP (MPO) Connectors 
 

 
 
 
Ribbon connectors (MTP, 
MPO) must be analyzed one 
fiber at a time with an individual 
report for each fiber. Select 
“MPO” for the Fiber Type in the 
Main window. 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
When you change to the MPO 
setting the Manual Zone 
adjustment window will open 
automatically. 
 
 
 
 
 
 
 

 
Use your cursor to drag the red 
target circle into position over 
the first fiber, then carefully size 
the circle using the slider.  

The red circle should line up 
with the epoxy ring. Once you 
have sized the circle correctly, 
you should be able to use it for 
all the other fibers without 
further adjustment. 
 
 

Page 32 

Lightel Technologies Inc. 2210 Lind Ave. SW, Suite 100, Renton, WA 98057, USA   (Tel) (425) 277-8000 

8.4 Analyzing MTP (MPO) Connectors 
 

 
 
 
Ribbon connectors (MTP, 
MPO) must be analyzed one 
fiber at a time with an individual 
report for each fiber. Select 
“MPO” for the Fiber Type in the 
Main window. 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
When you change to the MPO 
setting the Manual Zone 
adjustment window will open 
automatically. 
 
 
 
 
 
 
 

 
Use your cursor to drag the red 
target circle into position over 
the first fiber, then carefully size 
the circle using the slider.  

The red circle should line up 
with the epoxy ring. Once you 
have sized the circle correctly, 
you should be able to use it for 
all the other fibers without 
further adjustment. 
 
 



Zone ボタンをクリックし、リングを表示し
正確な位置を確認します。矢印ボタンで微
小な調整をします。全てのエポキシは緑の
２線間にあります。位置設定が完了しまし
たら、ＴＥＳＴをクリックします。

ＭＰＯコネクタに特定の判断規準がある訳
ではなく、Ｌｉｇｈｔｅｌ社の経験を元に
ここのパラメタは使われています。
ファイバのみを解析しています。（Ｚｏｎ
ｅＤは検査項目から除いて試験を実施しま
すので、右表のＺｏｎｅＤの項目は灰色に
なっています。）

報告書が完了したら、画面を閉じてマニュ
アル調整画面に戻り、Ｌｉｖｅボタンをク
リックし、次のファイバを検査します。焦
点調整が必要でしたら、再度調整して下さ
い。Ｆｒｏｚｅｎボタンをクリックし、ター
ゲットの赤色サークルの位置合わせをし同
じ手順で解析をします。
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Click the [Zone] button to 
display the rings and check 
the exact positioning. Use the 
arrows to make minor 
adjustments. All  the epoxy 
should be between the two 
green l ines.  

When satisf ied with the 
position, click [Test].  

 
 
 
 
There is no recognized 
standard for inspecting 
MPO connectors. The 
parameters used here are 
based on Lightel ’s 
experience. 
 
Only the f iber itself  is 
analyzed. (Zone D is not 
considered so that portion of 
the table is grayed out.) 
 
 
 
 
When you are done with the 
report, close it to return to 
the Manual Adjustment 
screen.  Click the [Live] 
button and scan to the next 
fiber. Refocus if necessary. 
Then click the [Frozen] 
button, pull the red target 
circle into place and repeat 
the process for that fiber. 
 
 
  



同じ要領で他のファイバについても解析
を実行します。この作業で最も重要なの
はターゲットの赤色サークルの正確な位
置合わせとなります。ターゲットサーク
ルがずれているとエポキシ部が原因で不
合格になります。

サマリーレポート
オプション画面上で、ＳｕｍＲｅｐｏｒ
ｔボタンをクリックするとサマリーレポー
トが開きます。

新規の解析報告書を作成する際は、サマ
リーレポートを閉じる必要があります。
サマリーレポートが開いた状態で解析レ
ポートを保存するとサマリーは閉じます。
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You can continue across 
the entire connector in this 
manner. It is important to 
position the target circle 
accurately.  A misaligned 
target circle that includes 
a portion of the epoxy will 
cause a “Fail” reading. 
 
 
 
 
8.5 The Summary Report 
 
Open the Summary Report 
by clicking on the [Sum. 
Report] button in the Options 
window.  

The Summary Report must 
be closed in order to be 
updated with a new Analysis 
Report.  Saving an Analysis 
Report when the Summary 
Report is open will cause the 
Summary to immediately be 
closed. 
 
 

Data Fields: 
1 -  Filename 
2 -  Test Time 
3 -  Pass/Fail 
4 -  Fiber Type (SM-Single Mode, MM-Multimode) 
5 -  Zone A, Number of Scratches, width<=5um [Criteria] SM:0 MM:No Limit 
6 -  Zone A, Number of Scratches, width>5um  [Criteria] SM:0 MM:0 
7 -  Zone A, Number of Defects,   dia<=5um   [Criteria] SM:0 MM:4 
8 -  Zone A, Number of Defects,   dia>5um    [Criteria] SM:0 MM:0 
9 -  Zone B, Number of Scratches, SM:width<=3um MM:width=5um [Criteria] SM:No Limit MM:No 
Limit 
10 - Zone B, Number of Scratches, SM:width>3um MM:width>5um  [Criteria] SM:0        MM:0 
11 - Zone B, Number of Defects,   dia<=2um   [Criteria] SM:No Limit MM:No Limit 
12 - Zone B, Number of Defects,   dia 2-5um  [Criteria] SM:5        MM:5 
13 - Zone B, Number of Defects,   dia>=5um   [Criteria] SM:0        MM:0 
14 - Zone D, Number of Scratches, Any        [Criteria] SM:No Limit MM:No Limit 
15 - Zone D, Number of Defects,   dia<10um   [Criteria] SM:No Limit MM:No Limit 
16 - Zone D, Number of Defects,   dia>=10um  [Criteria] SM:0 MM:0 
 
Test Data: 
CON0002.jpg,5/4/2009 4:24:50 PM,PASS,SM,0,0,0,0,0,0,1,0,0,0,32,0 
CON0003.jpg,5/4/2009 4:25:27 PM,PASS,SM,0,0,0,0,0,0,12,1,0,0,24,0 
CON0004.jpg,5/4/2009 4:28:12 PM,PASS,SM,0,0,0,0,0,0,7,3,0,0,28,0 
CON0005.jpg,5/4/2009 4:28:41 PM,PASS,SM,0,0,0,0,0,0,9,1,0,0,23,0 
CON0006.jpg,5/4/2009 4:31:10 PM,PASS,SM,0,0,0,0,0,0,11,0,0,0,26,0 
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ＥＸＣＥＬ形式のサマリーレポートの方が見やすいので、オプション画面で設定をデフォ
ルトのテキスト形式から変更できます。

トラブルシューティング
　コンピューターがＬｉｇｈｔｅｌマイクロスコープの接続を認識しない。
ソフトを終了し、Ｌｉｇｈｔｅｌのプローブを一度取り外し、再度、接続し直して下さい。
もし同じメッセージが表示されるようでしたら、他のＵＳＢポートに差し込んで下さい。
症状が直らないようでしたら、コントロールパネルのデバイスマネージャから、この機器
を認識しているか、確認して下さい。必要であれば、Ｖｉｍｉｃｒｏドライバを再インス
トールして下さい。

解析が実行できない。
オプション画面を開き、ＦｉｂｅｒＺｏｎｅｓがチェックされていないか、確認して下さ
い。又、ドングル（認証キー）が接続されているか、確認して下さい。ソフトウェアを閉
じて、再起動して下さい。

ドングルが認識されない場合、別のＵＳＢポートを使用して下さい。ＵＳＢハブを使用し
ないでパソコンに直接差し込んで下さい。
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Many users may consider the Excel formated Summary Report easier to read.  
To change from the default textfile setting change the Summary Report Format in 
the Options window. ConnectorView Plus supports Microsoft Excel 2003, 2007, 
and 2010. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Function Key Summary 
 

F10 – Capture and Save Image 
F11 – Open Manual Zone Adjustments (1280 x 960 video resolution) 
F12 – Live Setting – Center, Capture and Analyze 
       – Frozen Setting – Freeze/Unfreeze toggle 



解析が正確にできない。

解析結果が左の写真のような場合、報告書を閉
じ、オプション画面を開いて下さい。

ＶｉｄｅｏＦｏｒｍａｔがＹＵＹ２（６４０ｘ
４８０）に設定され、ＷｉｄｅＶｉｅｗＳｃｏ
ｐｅが選択されていないか、確認して下さい。

ＶＩＤＥＯ　ＦｏｒｍａｔはＹＵＹ
２（１２８０ｘ９６０）を選択し、
ＷｉｄｅＶｉｅｗＳｃｏｐｅにチェッ
クを入れて下さい。

�36

Page 37 

Lightel Technologies Inc. 2210 Lind Ave. SW, Suite 100, Renton, WA 98057, USA   (Tel) (425) 277-8000 

9.3 Analysis Report is completely wrong 
 

 
When you preform an analysis the 
report looks similar to this. 
 
Close the report and open the 
Options window. 
 
 
 
 
 
 
 
 
The Video Format has been set to 
“YUY2 (640x480)’’ and the Wide 
View Scope checkbox is not 
selected. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Use the Video 
Format drop-down 
menu to select 
“YUY2 (1280x960)” 
and then select the 
Wide View Scope 
checkbox 
 
 
 
 
 
Your Analysis Reports should now display correctly. 
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